
参考資料１ 

 
 

狩猟鳥獣の法的な定義等 

 

１．狩猟鳥獣の定義 

 

鳥獣保護管理法第２条第７項 

 この法律において「狩猟鳥獣」とは，希少鳥獣以外の鳥獣であって、その肉又は毛皮

を利用する目的、管理をする目的その他の目的で捕獲等（捕獲又は殺傷をいう。以下同

じ。）の対象となる鳥獣（鳥類のひなを除く。）であって，その捕獲等がその生息の状況

に著しく影響を及ぼすおそれのないものとして環境省令で定めるものをいう． 

 
※鳥獣の管理：「生物多様性の確保、生活環境の保全又は農林水産業の健全な発展を図る観

点から、その生息数を適正な水準に減少させ、又はその生息地を適正な範囲に縮小させる

こと」（鳥獣保護管理法第２条第３項） 
 
２．現行の狩猟鳥獣 

鳥類 28 種類 
 

獣類 20 種類 

1 カワウ 15 コジュケイ   1 ノウサギ 11 イタチ（オスに限る） 

2 ゴイサギ 16 
ヤマドリ（コシジロ

ヤマドリを除く） 
  2 ユキウサギ 12 

シベリアイタチ（長

崎県対馬市以外の個

体群に限る） 

3 マガモ 17 キジ   3 タイワンリス 13 ミンク 

4 カルガモ 18 バン   4 シマリス 14 アナグマ 

5 コガモ 19 
ヤマシギ（アマミヤ

マシギ除く） 
  5 ツキノワグマ 15 ハクビシン 

6 ヨシガモ 20 タシギ   6 ヒグマ 16 イノシシ 

7 ヒドリガモ 21 キジバト   7 アライグマ 17 ニホンジカ 

8 オナガガモ 22 ヒヨドリ   8 タヌキ 18 ヌートリア 

9 ハシビロガモ 23 ニュウナイスズメ   9 キツネ 19 ノイヌ 

10 ホシハジロ 24 スズメ   10 
テン（ツシマテ

ンを除く） 
20 ノネコ 

11 キンクロハジロ 25 ムクドリ           

12 スズガモ 26 ミヤマガラス           

13 クロガモ 27 ハシボソガラス           

14 エゾライチョウ 28 ハシブトガラス           
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３．見直しに係る考え方 

 

鳥獣の保護及び管理を図るための事業を実施するための基本的な指針（抜粋）  

〈令和３年環境省告示第 69 号〉 

 

Ⅰ第四１ 

(2) 狩猟鳥獣 

ア 対象種 

狩猟鳥獣は、以下の 1)及び 2)の選定の考え方に基づき、環境省令で定めるものとする。 

1) 地方公共団体や狩猟者等の要請を踏まえ、狩猟の対象となり得ると認められるも

の。 

2) 狩猟鳥獣とした場合に、当該捕獲等が、次の①～③のいずれの観点でも著しい影

響を及ぼさないもの。 

① 当該鳥獣の保護の観点 

② 生物多様性の確保の観点 

③ 社会的・経済的な観点 

この際、対象となる種の狩猟資源としての価値、生息状況、繁殖力等の生物学的な特性、

地域個体群の長期的な動向、当該種による農林水産業等への被害の程度の側面等を踏まえ、

総合的に検討する。なお、外来鳥獣については、当該鳥獣が狩猟の対象となることによる

当該鳥獣の計画的な管理への影響の有無等についても考慮する。 

国は、鳥獣保護管理事業計画に係る基本指針を５年ごとに見直す際、対象となる鳥獣の

見直しを行う。 

 

イ 保護及び管理の考え方 

国は、全国的な狩猟鳥獣の保護の見地から、捕獲等の制限を行うとともに、必要に応じ

て狩猟鳥獣の指定解除の検討を行う。また、都道府県においても、都道府県が作成したレ

ッドリスト等の情報を活用し、休猟区の指定、捕獲等の制限等によって、狩猟鳥獣の持続

的な利用が可能となるよう保護を図る。 

ただし、特に管理を強化すべき外来鳥獣である狩猟鳥獣については、その持続的な利用

の観点での保護の取組は行わない。 
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禁止･制限の別
禁止・制限の期間又は

頭羽数の制限
禁止・制限の区域

ヤマドリ（亜種コシジロ
ヤマドリを除く。以下こ
の条において同じ。）の
雌及びキジの雌（亜種コ
ウライキジを除く。）

禁止
自　平成29年　9月15日
至　令和４年　9月14日

全国の区域（ヤマドリの雌にあっ
ては放鳥獣をされたヤマドリの雌
の捕獲を目的に含む放鳥獣猟区の
区域を除き、キジの雌にあっては
放鳥獣をされたキジの雌の捕獲を
目的に含む放鳥獣猟区の区域を除
く。）

第12条第１項によ
る施行規則第10条
第1項

ヒヨドリ 禁止 〃
東京都小笠原村、鹿児島県奄美市
及び大島郡並びに沖縄県の区域

〃

ツキノワグマ 禁止 〃
三重県、奈良県、和歌山県、島根
県、広島県、山口県、徳島県、香
川県、愛媛県、高知県の区域

〃

シマリス 禁止 〃 北海道の区域 〃

マガモ、カルガモ、コガ
モ、ヨシガモ、ヒドリガ
モ、オナガガモ、ハシビ
ロガモ、ホシハジロ、キ
ンクロハジロ、スズガモ
及びクロガモ

制限

１日当り合計して５羽（網
を使用する場合にあって
は、法第11条第２項に基づ
き環境大臣の定める狩猟鳥
獣の捕獲等をする期間ごと
に２００羽）

猟区の区域外
第12条第１項によ
る施行規則第10条
第2項

エゾライチョウ 制限 １日当り２羽 猟区の区域外 〃

ヤマドリ（雄）及びキジ
（雄）

制限 　 〃　 合計して２羽 猟区の区域外 〃

コジュケイ 制限 　 〃　 ５羽 猟区の区域外 〃

バン 制限 　 〃　 ３羽 猟区の区域外 〃

ヤマシギ及びタシギ 制限 　 〃　 合計して５羽 猟区の区域外 〃

キジバト 制限 　 〃　 １０羽 猟区の区域外 〃

禁　　　止　　　制　　　限　　　の　　　内　　　容

禁止・制限対象鳥獣名 備　　考

狩猟鳥獣の捕獲に係る規制（制度及び規制の実施状況）

国が行う狩猟鳥獣の捕獲禁止又は制限（猟法の制限は除く）の状況
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狩猟鳥獣の保護を目的とした狩猟期間及び猟法の制限 

 

 

１．狩猟期間の制限 

 

鳥獣保護管理法 

第２条 （略） 

５ この法律において「狩猟期間」とは、毎年 10 月 15 日（北海道にあっては、毎年９月

15日）から翌年４月15日までの期間で狩猟鳥獣の捕獲等をすることができる期間をいう。  

 

第 11 条 （略） 

２ 環境大臣は、狩猟鳥獣（鳥類（狩猟鳥獣のうちの鳥類に限る。）のひなを含む。以下「対

象狩猟鳥獣」という。）の保護を図るため必要があると認めるときは、狩猟期間の範囲内

においてその捕獲等をする期間を限定することができる。 

 

鳥獣保護管理法施行規則 

第９条 法第 11 条第２項の環境大臣が定める捕獲等をする期間は、次の表の上欄に掲げる

区域ごとに、それぞれ同表の下欄に定める期間とする。 

区域 狩猟鳥獣の捕獲等をする期間 

北海道

以外の

区域 

毎年 11 月 15 日から翌年２月 15 日まで（猟区の区域内においては、毎年 10 月 15

日から翌年３月 15 日まで、青森県、秋田県及び山形県の区域内であって、猟区の

区域以外において、ヨシガモ（アナス・ファルカタ）、ヒドリガモ（アナス・ペ

ネロペ）、マガモ（アナス・プラテュリュンコス）、カルガモ（アナス・ゾノリ

ュンカ）、ハシビロガモ（アナス・クリュペアタ）、オナガガモ（アナス・アク

タ）、コガモ（アナス・クレカ）、ホシハジロ（アイテュア・フェリナ）、キン

クロハジロ（アイテュア・フリグラ）、スズガモ（アイテュア・マリラ）、クロ

ガモ（メラニタ・アメリカナ）を捕獲する場合にあっては、毎年 11 月１日から翌

年１月 31 日まで） 

北海道

の区域 

毎年 10 月１日から翌年１月 31 日まで（猟区の区域内においては、毎年９月 15 日

から翌年２月末日まで） 

 

※当該狩猟鳥獣の捕獲等をする期間は、第２種特定鳥獣管理計画の策定により、本来の法定

狩猟期間（10 月 15 日～翌４月 15 日）の範囲内で延長が可能（鳥獣保護管理法第 14 条第

２項）。 
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２．猟法の制限 

 

鳥獣保護管理法 

第 12 条 環境大臣は国際的又は全国的な対象狩猟鳥獣の保護の見地から、特に保護を図る

必要があると認める対象狩猟鳥獣がある場合には、次に掲げる禁止又は制限をすることが

できる。 

３ 当該対象狩猟鳥獣の保護に支障を及ぼすものとして禁止すべき猟法を定めてこれによ

り捕獲等をすることを禁止すること。 

 

鳥獣保護管理法施行規則 

第 10 条 （略） 

３ 法第 12 条第１項第３号の環境大臣が禁止する猟法は、次に掲げる猟法とする。 

一 ユキウサギ（レプス・ティミドゥス）及びノウサギ（レプス・ブラキュウルス）以外

の対象狩猟鳥獣の捕獲等をするため、はり網を使用する方法（人が操作することによっ

てはり網を動かして捕獲等をする方法を除く。） 

二 口径の長さが十番の銃器又はこれより口径の長い銃器を使用する方法 

三 飛行中の飛行機若しくは運行中の自動車又は五ノット以上の速力で航行中のモータ

ーボートの上から銃器を使用する方法 

四 構造の一部として三発以上の実包を充てんすることができる弾倉のある散弾銃を使

用する方法 

五 装薬銃であるライフル銃（ヒグマ（ウルスス・アルクトス）、ツキノワグマ（ウルス

ス・ティベタヌス）、イノシシ（スス・スクロファ）及びニホンジカ（ケルヴス・ニポ

ン）にあっては、口径の長さが五・九ミリメートル以下のライフル銃に限る。）を使用

する方法 

六 空気散弾銃を使用する方法 

七 同時に三十一以上のわなを使用する方法 

八 鳥類並びにヒグマ（ウルスス・アルクトス）及びツキノワグマ（ウルスス・ティベタ

ヌス）の捕獲等をするため、わなを使用する方法 

九 イノシシ（スス・スクロファ）及びニホンジカ（ケルヴス・ニポン）の捕獲等をする

ため、くくりわな（輪の直径が十二センチメートルを超えるもの、締付け防止金具が装

着されていないもの、よりもどしが装着されていないもの又はワイヤーの直径が四ミリ

メートル未満であるものに限る。）、おし又はとらばさみを使用する方法 

十 ヒグマ（ウルスス・アルクトス）、ツキノワグマ（ウルスス・ティベタヌス）、イノシ

シ（スス・スクロファ）及びニホンジカ（ケルヴス・ニポン）以外の獣類の捕獲等をす

るため、くくりわな（輪の直径が十二センチメートルを超えるもの又は締付け防止金具

が装着されていないものに限る。）、おし又はとらばさみを使用する方法 

十一 つりばり又はとりもちを使用する方法 

十二 矢を使用する方法 
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十三 犬に咬みつかせることのみにより捕獲等をする方法又は犬に咬みつかせて狩猟鳥

獣の動きを止め若しくは鈍らせ、法定猟法以外の方法により捕獲等をする方法 

十四 キジ笛を使用する方法 

十五 ヤマドリ（スィルマティクス・ソエンメルリンギィ）及びキジ（ファスィアヌス・

コロキクス）の捕獲等をするため、テープレコーダー等電気音響機器を使用する方法 
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S.24(1949) S.25(1950) S.38(1963) S.46(1971) S.50(1975) S.53(1978) H.6(1994) H.15(2003) H.19(2007） H.25(2013） H.29(2017) R.3(2021)

ヒシクイ
マガン

ミコアイサ
アイサ類 カワアイサ
　 ウミアイサ

カワウ
ゴイサギ
キジ

コウライキジ
ヤマドリ ヤマドリ（コシジロヤマドリを除く）

ウズラ
エゾライチョウ
コジュケイ

鳥 オナガガモ
コガモ
ヨシガモ
マガモ
カルガモ
ヒドリガモ

カモ類（オシドリを除く） ハシビロガモ
ホシハジロ

　 キンクロハジロ
スズガモ
クロガモ
ビロウドキンクロ
コオリガモ

類
バン
オオバン
ヤマシギ ヤマシギ（アマミヤマシギ除く）

タシギ
ジシギ
キジバト

ハシブトガラス
カラス（ホシ ハシボソガラス
ガラスを除く）ミヤマガラス

ワタリガラス
スズメ
ニュウナイスズメ

ヒヨドリ
ムクドリ

計 ４６種 ４７種 ４７種 ３４種 ３１種 ３０種 ２９種 ２８種 ２９種 ２８種 ２８種 ２８種

ムササビ
　 リス
リス類 シマリス

タイワンリス
テン テン（ツシマテンを除く）

獣 クマ ツキノワグマ
ヒグマ
イノシシ （イノブタ含む）イノシシ
キツネ
タヌキ
アナグマ

イタチ（♂）
イタチ（オス
に限る）

チョウセンイ
タチ（オスに
限る）

チョウセンイ
タチ（メスを
追加）

シベリアイタ
チ（長崎県
対馬市の個
体群以外）

類 ノウサギ
ユキウサギ

ノネコ
ノイヌ

ヌートリア
シカ（♂） シカ ニホンジカ

ハクビシン
アライグマ
ミンク

計 １７種 １７種 １８種 １７種 １７種 １７種 １８種 ２０種 ２０種 ２０種 ２０種 ２０種

合計 ６３種 ６４種 ６５種 ５１種 ４８種 ４７種 ４７種 ４８種 ４９種 ４８種 ４８種 ４８種

注）資料出典：日本産野生生物目録（環境庁編）より絶滅種、迷鳥、準迷鳥を除き計上。

狩猟鳥獣の変遷
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